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ク ム ラ ン第4洞 穴 で発 見 され た

「祭 司 の カ レ ン ダー」 につ い て(1)

勝 村 弘 也

1.は じ め に

クムランの第4洞 穴からは、多数のカレンダーテクス トの断片が発見され

た。このカレンダーが、いわゆる 「死海文書群」全体の中で占める重要性に

っいては、これまでに我が国で出版された各種の書物 においてすでに十分に

述べ られている【n。クムランに居住 していた人々が、 どのような人々であっ

たのかに関 しては、様々な推定がなされているが、その論拠 となるべ き資料

としてまず第一に問題に しなければならないのは、賛歌や聖書 テクス トの解

釈文書、各種の祈祷文などではない。 これらの文書 よりも重要 なのは、彼 ら

の生活の現実を具体的に示 している文書である。カレンダー、占星術関係の

文書、「共同体の規則(1QS)」 、食卓での作法などは、その一字一句が クム

ランの住民にとって有効であったと考えられるから、きわめて客観性の高い

資料 と言えるω。特 に暦に関 しては、当時のユダヤ教 団の 「主流派」が使用

していたものと異なったものが、クムランで使われていたことが明 らかにな

れば、クムラン教団がそれ とは全 く別の宗教的な生活を組織 していたことの

決定的な証拠 となる{31。実際にクムランでは、主流派の使 っていた太陰暦 と

は別の固有の太陽暦が使われていたのであ り、従ってユダヤ教徒 にとって重

要な祝祭 日は異 なった日に設定 されていたのである。

本論考においては、第4洞 穴か ら発見 されたカレンダーテクス トの断片 を

翻訳 し、これに簡単な注釈を加える。 このカレンダーは、欠けている部分が

多いにもかかわらず、その主要な部分 に関 してはほぼ完全に復元することが

出来る。その結果、クムラン教 団では、1年 が364日 か らなる独 自の太陽暦
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が用い られていた事がわかった。解読のひとつの鍵 となったのは、祭司の奉

仕する週に関する歴代誌上24章 の記述である。第4洞 穴から発見 されたカレ

ンダーテクス トの断片にもほ とんど全 く同じ人名が、同一の規則 に従って登

場するか らである。そこでまず、この祭司の当番表を以下に掲げる。

2.祭 司の奉仕する週の順序(歴 代誌上24章 による)

1イ ェ ホ ヤ リ ブ

4セ オ リム

7ハ コ ッ

10シ ェ カ ンヤ フ

13フ ッパ

16イ メ ル

ユ9ペ タフ ヤ

22ガ ム ル

2イ ェ ダ ア ヤ

5マ ル キ ヤ

8ア ビヤ

11エ ル ヤ シ ブ

14イ ェ シ ェ プ ア ブ

17ヘ ジ ル

20イ ェ ヘ ズ ケ ル

23デ ラヤ フ

3ハ リ ム

6ミ ヤ ミ ン

9イ ェ シ ュ ア

12ヤ キ ム

15ビ ル ガ

18ハ ツ ピ ツ ツ ェ ー ツ

2ユ ヤ キ ン

24マ ア ズ ヤ フ

上の表では、マソラ本文が示 している人名を、母音符号を含めて出来るだ

け忠実に音訳 しようとした。 クムランカレンダーでは、マソラとは少 しアル

ファベ ット表記が異なる人名が現れることがある。例 えば、イェホヤリブの

替わ りにヨヤリブと読むことの出来る人名になっている場合 などである。翻

訳 に際 しては、カレンダーテクス トの示 している人名を尊重することにした。

但 し、クムランで上記の表 と当番 の順序が異なっている訳ではない。

クムランのカレンダーは、1年 が364日 か らなる太陽暦である。旧約 でも

現代 のユダヤ教団が使っているカレンダーでも基本 は太陰暦であるであるか

らω、ここには全 く別種のカレンダーが存在 したことになる。但 しこの よう

な太陽暦は、旧約偽典の 「ヨベル書」 などによっても採用 されているか ら、

まったく孤立 して存在 していたわけで もなさそ うである{51。もっとも、 ヨベ

ル書が クムラン教団によって書かれた文書であるとの説 も十分成 り立つが。

1年 が364日 からなる太陽暦では、1年 は丁度52週 となる(7日 ×52=364
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日)か ら、 日付 と曜日は常に一致する。つまり祭 日も何月何 日の何曜 日と決

まってくることになるから、この点では非常 に都合が よい。このカレンダー

では、1月1日 は毎年水曜 日である。なぜ新年が水曜 日か ら始 まるのか とい

うと、創世記1章 の天地創造物語で水曜 日に太陽 と月が造 られているか らで

ある。 クムラン教団の立場か らすると、この暦は創世記1章14節 の 「天の蒼

宥に輝 くものがあって、昼 と夜 とを分けるように。それらはしる しとなって、

季節 と日と年 とを刻 むように」、 との第4日 目(つ まり水曜 日)の 神 のこと

ばに忠実に従っていることになる。祭司の当番表は、24週 で1巡 するから、

48週 ですべての組の年2回 の当番が終わる。そうすると1年 にはさらに4週

の奉仕が必要だか ら、毎年4組 つつずれて行 くことにな り、6年 で元 に戻る。

クムランのカレンダーは、この6年 間の祭司の当番表 をすべて記録 していた。

従って解読によって復元 されたカレンダーも6年 分存在することになる。本

論考の提示する訳文の理解を容易にするために、本論考の注の後 に 「復元さ

れたカレンダー表」を掲げることにするが、スペースの関係から 「1年 目」

だけにとどめざるをえない。なお、この表に現 われるXとDの 記号 につい

ては、以下で説明する。

3.解 読 に際 しての重要 な問題

カレンダーテクス トの本文に関しては、欠損が多い場合でも主要な部分を

復元することが可能である。 しかしなが ら、その解釈に関 しては、研究者の

問で意見が割れている箇所がい くつかある。それもシステム全体 をどのよう

に考えるのか と言 う重要な点で、見解の相違が目立つのが研究の現状である。

ここではその ような解釈上の問題について、訳文を提示す る前に簡単に述べ

ておく。

4Q320の 断片1、 第1欄6行 目は、この暦の第1年 の1月30日(木 曜 日)

に或る天体現象が起 こると述べている。これが月に関 して観察される現象で

あることは容易に推定できる。同様の現象が規則的に29日 目あるいは30日 目

に起こる事が7行 目以下に記されているからである。この現象を本論考の末
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尾の表では、X(エ ックス)と して表示 している。問題はこのXデ イが何 を

意味するかであって、研究者 の間で意見が分かれる。 このXデ イは、論理

的に考 えて、第1年 の1月1日(水 曜 日)に も起こっていることになるが、

この暦での月による日数の数え方は、1月30日 を 「第29日 」 としていること

から判断 して、Xデ イの翌 日を太陰暦の 「第1日 」 としていることになる。

4Q321に は、ヘブライ語の子音でdwqhと 記 されている月に関する或 る現

象が、登場する。この語は、聖書にもラビ文献にも現れない語であって、現

在の所では死海文書以外での用例は知 られていない。正確な発音 も不明であ

るが、通常duqahと 呼ばれている。この現象を本論考の末尾の表では、Dと

して表示 している。このDデ イの解釈に関 しても、この語の語源やXデ イ

との関連で意見が分かれている。

細かい議論 を省略すれば、学説は以下の2つ に分かれているものとして整

理できる。多数意見は、Xデ イを満月、Dデ イを新月とする解釈である(以

下これ をA学 説 とする)(6〕。これに対 して、Xデ イを新 月、Dデ イを満月と

する少数意見がある(以 下これをB学 説 とする)ω。

dwqhの 語根 としては、dwqが 考えられるが、その意味 は 「観察する」で

あるとされる〔8)。A学説によると朔の後 に起こる新月の出現が観察 される 日

がDデ イだ と言 うことになる。普通、月 に関 して特に観察が問題 になるの

は、新月の出現であるから、この点ではA学 説 に説得力がある。この説で

は、Xデ イは満月、つまり天地創造が行われた最初の水曜 日に観察された月

の姿は満月であった ことになる。これ と関連 して、4Q320の 断片1、 第1

欄の冒頭で 「東から出現」すると述べ られている天体 は、月であると解釈 さ

れることになる。なるほど、神が天地 を創造 した時の最初の月の姿が、新月

なのか満月なのかとなると、満月であると考える方が自然なように思われる。

しか しながら、この学説に問題がないわけではない。まず、太陽暦を採用 し

ているカレンダーの冒頭で(厳 密に言えば、テクス トの冒頭の1語 は失われ

ているが)な ぜ、太陽の出現ではなくて、月の出現について語 られていると

解釈 しなければならないのかが問題 になる。「東か ら出現」すると述べ られ

ている天体 を太陽であるとする解釈 も成 り立つのではないか。さらに月の日
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数(月 齢)を 数えるのに、新月からではなくて満月の欠け始める日か ら数え

るという習慣が、少な くともセム語族の文化圏では一般的ではないとい う事

実がある。そこで問題になるのが、B学 説である。

DJDの カレンダーテクス トを担当 しているTalmonは 、Xデ イを新月とす

る。この ような月齢の数え方は、セム語族の文化圏では一般的であり、旧約

の伝承 とも一致する{9}。クムラン教団が このような点で他のカレンダーとの

違いを立てたと考える必要はない。クムランと同様の太陽暦を採用 している

エチオピア語エノク書73章4節 で も新月が基準 になる日の数え方になってい

る。Dデ イの方は、正確には満月ではな くて、満月が欠け始めるのが観察さ

れる 日とい うことになる。 さらに4Q320の 断片1、 第1欄 の冒頭 で 「東か

ら出現」すると述べ られている天体は、太陽であるとTalmonは 主張するが、

この場合直後の 「夕か ら朝 まで」をどのように解釈すべきかが問題 になるo°}。

この点から見るとB学 説 にはやや説得力に欠けるところがある。

以上のように、ABい ずれの学説を採用するに しても解釈 に幾分か無理 な

ところが生 じる。以下に提示するテクス トの翻訳では、現在 までの多数意見

に従って、A学 説を採用 している。 しか しながら、TalmonのDJDで の詳細

な解説からは多 く学ぶべ きところがあることをここに記 してお く。

4.翻 訳 と注釈㈲

4Q320断 片1

【形状】この断片は、上辺の方が大 きい台形の ような形 をしている。最大横

幅は、ll.7セ ンチ、縦は13.1セ ンチある。ほぼ中央の幅約1セ ンチのス リッ

トによって2つ の欄に区分される。第2欄 の左側にも5行 目までは、第3欄

との間のスリットが残 されていて、第3欄 の2行 目と4行 目の先頭の文字の

痕跡がかすかに見えているが判読はで きない。第1欄 の右側は失われている

が、第2欄 の上5行 目までは完全 に残ってお り、6行 目も羊皮紙の左側が欠

けてはいるが、記 されている文字は完全 に読める。第2欄 で最 も長い行は3

行目で5.7セ ンチある。第1欄 に残されている行の長さは、3-4.5セ ンチ程
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度であるが、ここにも第2欄 と同じ位の大 きさの欄が存在 したもの と推定さ

れる。 この巻物の断片の上辺は、かなりきれいに残ってお り、第1行 目まで

の間には幅約1.5セ ンチの上部欄外余 白が置かれている。第1欄 の14行 目以

下にも空白部(下 部欄外余白)が 見えるから、この巻物は14行 か ら構成され

ていたことが分かる(12}。

*以 下の訳文において、[…]は 、テクス トには存在 しないが、推読 し

て補 った語であることを示す。(・ ・・)は 、翻訳 の都合上、意味 を明確

にするために訳者が補 った語であることを示す。実際 には推読 にも色々な

場合がある。例えば単語の大部分が保存されている場合には、特に推読 と

しては扱わない。次の訳文 を例 にとる と、6行 目の 「[イェダア]ヤ 」で

は語尾のyhだ けがかろうじて判読で きる。9行 目 「[ビルガ]」 では、語

尾のhだ けが残っているが、ビルガ全体を推読 したように表記するしかな

い。固有名詞の場合には、単語のどの部分を補ったのかを表記することが

比較的容易だが、他の語では、原文に単語の一部のアルファベ ットが残さ

れていて もそれを訳文で示すのは困難である。5行 目の 「最初」の場合で

はこの語の語尾nhが 残 されているので、「最[初]」 と表記 している。7

行 目の 「安息 日」 は完全に推読によって補われた語である。

第1欄

1-5… そ の東 か らの 出 現 の た め 、[創 造 の]基 礎 付 け の と き に 、 夕

か ら朝 ま で 、 天 の 中 央[で]輝 くた め に 。(そ れ は 太 陽 暦 の)最[初]の 年

の1月 、[ガ]ム ル の(奉 仕 す る)週 の 第4日 に(当 た る)。 空 欄 。

6[イ ェ ダ ア]ヤ(の 奉 仕 す る 週)[の 第5日]。(そ れ は太 陰 暦 の)第29

日、(太 陽 暦 の)同 じ月 の30日 に(当 た る)。

7[ハ]コ ツ(の 奉 仕 す る週)[の 安,自、日]。(そ れ は太 陰 暦 の)第30日 、(太

陽 暦 の)2月 の30日 に(当 た る)。

8[エ ル ヤ]シ ブ(の 奉 仕 す る週)[の 第1日]。(そ れ は 太 陰 暦 の)第29

日、(太 陽暦 の)3月 の29日 に(当 た る)。
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9[ビ ル ガ](の 奉 仕 す る週)[の 第3日]。(そ れ は 太 陰 暦 の)第30日 、(太

陽 暦 の)4月 の28日 に(当 た る)。

10[ペ タ]フ ヤ(の 奉 仕 す る 週)[の 第4日]。(そ れ は 太 陰 暦 の)第29日 、

(太 陽 暦 の)5月 の27日 に(当 た る)。

11[デ ラヤ](の 奉 仕 す る週)[の 第6日]。(そ れ は太 陰 暦 の)第30日 、(太

陽 暦 の)6月 の27日 に(当 た る)。

12[セ オ リ]ム(の 奉 仕 す る 週)[の 安 息 日]。(そ れ は太 陰 暦 の)第29日 、

(太 陽 暦 の)7月 の25日 に(当 た る)。

13[ア ビヤ](の 奉 仕 す る週)[の 第2日]。(そ れ は 太 陰 暦 の)[第30日]、

(太 陽 暦 の)8月 の25日 に(当 た る)。

14[ヤ キ ム](の 奉 仕 す る週)[の 第3日]。(そ れ は 太 陰 暦 の)第2[9]日 、

(太 陽 暦 の)9月 の24日 に(当 た る)。

【注釈】

テクス トの冒頭には、創世記1章14節 以下の天地創造の第4日 目に関する

記述を強 く意識 した詩的な文章が登場する。この 日は、先に述べ たXデ イ

に当たる。

1行 目:最 初 の語は失われている。「出現のため」 と訳 した語は、動詞 「見

る」(r'h)の ニファル形不定詞である。 これには人称接尾辞が付 いているが、

当然のことながら母音符号がないので、男性形か女性形かを判別することが

出来ない。「東か ら」現われる天体が、月なのか太陽なのかに関して論争さ

れている。3行 目の 「夕から朝 まで」 という表現から判断すると、満月であ

ると考えられる。

2行 目:こ の行の先頭、1行 目と2行 目の問に小 さな文字で、ryrhと 書 き

込まれているのが何 とか判読で きる。但 し、アレフの文字は見 えないので、

推読の結果である。 これを 「輝 くために」 と訳 した。「天の中央」 とい う表

現は、Talmonに よれば、もっぱら太陽に関 して用い られ るアラム語の表現

を想起 させ ると言 う03)。「基礎付 け」 と訳 した語(yswd)は 、動詞ysdか ら

の派生語。この動詞は、聖書の天地創造に関する伝承においてきわめて重要
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な役割を演 じてお り、特に大地の基礎付 けに対 して用い られている(イ ザヤ

書48・13、 詩篇104・5等)。 「基礎付 け」は 「創造」 と同義語的に用い られ

る場合 もある(イ ザヤ書40・21、 ヨブ記38・4参 照)。

3行 目:「 夕から朝 まで」は、創世記 ユ章で繰 り返 される 「夕とな り朝 とな

った」 を意識 した表現。「週」の原語はシャッバー トである。 クムラン文書

では、「安,自、日」ではな くて 「週」の意味で用い られることが よくある。「週

の第4日 」 は、水曜日を指す。6行 目の 「週の第5日 」は木曜 日であって、

以下同様 の表現がつづ く。

4行 目:「 ガムル」は、個人の名ではな く、ガムルの子孫である祭司である

ことを示す回。彼 らはもちろん系図をもっていたであろうが、む しろ、当番

に当たる祭司の組の名称 と考 えた方がよい。

6行 目以下:い わゆるXデ イを示す リス トである。7行 目のハコツの週 に

関しては、本論考の末尾のカレンダー表では、 ミヤ ミンの週のように見える。

しか し実際には、当番の祭司の交替 は、安息 日の夕方 に行われるか ら2月30

日の月の見える夕方には、すでにハ コツの週に入っていることになる。12行

目に関 しても同様に7月25日 の安息 日の夕方はすでにセオリムの担当になっ

ている。

第2欄

1イ メ ル(の 奉 仕 す る 週)の 第5日 。(そ れ は 太 陰暦 の)第30日 、(太 陽 暦

の)10月 の23日(に 当 た る)。

2イ ェ ヘ ズ ケ ル(の 奉 仕 す る 週)の 第6日 。(そ れ は太 陰 暦 の)第29日 、(太

陽 暦 の)11月 の22日(に 当 た る)。

3ヨ ヤ リ ブ(の 奉 仕 す る週)の 第1日 。(そ れ は太 陰 暦 の)第30日 、(太 陽

暦 の)12月 の22日(に 当 た る)。

4第2年 。 空 欄 。

5マ ル キ ヤ(の 奉 仕 す る週)の 第2日 。(そ れ は 太 陰 暦 の)第29日 、(太 陽

暦 の)1月 の20日(に 当 た る)。

6イ ェ シ ュ ア(の 奉 仕 す る 週)の 第4日 。(そ れ は太 陰暦 の)第30日 、(太

8



陽 暦 の)2月 の20日(に 当 た る)。

7フ ッパ(の 奉 仕 す る 週)の 第5日 。(そ れ は太 陰 暦 の)第29日 、(太 陽 暦

の)[3月 の]ユ9日(に 当 た る)。

8ピ ッツ ェ ー ツ(の 奉 仕 す る週)の 安 息 日。(そ れ は 太 陰暦 の)第30日 、(太

陽 暦 の)4月 の18日(に 当 た る)。

9ガ ム ル(の 奉 仕 す る週)の 第1日 。[(そ れ は太 陰 暦 の)第29日 、(太 陽

暦 の)5月 の17日](に 当 た る)。

10イ ェ ダ ア ヤ(の 奉 仕 す る週)の 第3日 。(そ れ は太 陰 暦 の)第30日 、[(太

陽暦 の)6月 の17日(に 当 た る)]。

11ミ ヤ ミ ン(の 奉 仕 す る週)の 第4日 。(そ れ は 太 陰暦 の)第2[9日 、(太

陽暦 の)7月 の15日(に 当 た る)]。

12シ ェ カ ンヤ(の 奉 仕 す る週)の 第6日 。(そ れ は太 陰 暦 の)第3[0日 、

(太 陽 暦 の)8月 のユ5日(に 当 た る)]。

13ビ ル[ガ](の 奉 仕 す る 週)の 安 息 日。[(そ れ は太 陰 暦 の)第29日 、(太

陽 暦 の)9月 の14日(に 当 た る)]。

14[ペ タ フ ヤ(の 奉 仕 す る週)の 第2日 。(そ れ は太 陰 暦 の)第30日 、(太

陽 暦 の)10月 の13日(に 当 た る)]。

【注釈】

第1欄 のつづ き。Xデ イのリス トがつづ く。4行 目からは第2年 目のリス ト。

1行 目:「 イメルの」は、1行 目の上、つ まり上部余 白に小 さく書 き込まれ

ている。脱落 に気づいた筆記者が後か ら補筆 したのであろう。

4Q320断 片2

【形状】この断片の大 きさは、横約8セ ンチ、縦約5,3セ ンチである。欄の上

の方が失われている。断片1第2欄 のつづ きになるはずの第3欄 の下の部分

であると考えられ、失われた上の部分 には8行 が存在 した と推定される。9

行目は、冒頭の3字 しか残 っていない し、10行 目も途中からは下の半分が残

っているだけである。 しかしなが ら、断片1第2欄 につづ く第3欄 としてほ

9



ぼ完全 に読める。1行 目から8行 目までは、このような方法によって復元可

能であるが、ここでは少 しで もテクス トの残っている9行 目以下のみを訳す。

9イ[エ シ ュ ア](の 奉 仕 す る週)の 第1日 。[(そ れ は 太 陰 暦 の)第29日 、

(太 陽 暦 の>7月 の5日(に 当 た る)]。

10フ ッパ(の 奉 仕 す る 週)の 第3日 。(そ れ は 太 陰 暦 の)第30日 、(太 陽 暦

の)8月 の5日(に 当 た る)。

11ヘ ジ ル(の 奉 仕 す る 週)の 第4日 。(そ れ は 太 陰 暦 の)第29日 、(太 陽 暦

の)9月 の4日(に 当 た る)。

12ヤ キ ン(の 奉 仕 す る 週)の 第6日 。(そ れ は 太 陰 暦 の)第30日 、(太 陽 暦

の)10月 の3日(に 当 た る)。

13イ ェ ダ アヤ(の 奉 仕 す る週)の 安 息 日。(そ れ は 太 陰 暦 の)第29日 、(太

陽 暦 の)11月 の2日(に 当 た る)。

14[ミ ヤ]ミ ン(の 奉 仕 す る週)の 第2日 。(そ れ は 太 陰 暦 の)第30日 、(太

陽 暦 の)12月 の2日(に 当 た る)。

【注釈】

断片1、 第2欄 のつづ き。第3年 目の7月 以下のXデ イのリス トになって

いる。

4Q320断 片3

【形状】横約4セ ンチ、縦約6セ ンチか らなるほぼ長方形の断片である。2

つの欄か らな り、左寄 りの中央に幅約1セ ンチのスリットがある。

第1欄

2[…]聖 な る年 々 。3[…]創 造 、 聖4-5[…][ガ

ム]ル[の 子 ら](の 奉 仕 す る)週 の 第[4日]、 す べ て の 年 々 の 始[め]。

6[…]第2の ヨベ ル の[オ ー ト]一 ト。7[17オ ー トー]ト 。 空 欄 。
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1注釈1

3行 目:「 創造」 を童味するbrジhは 、4Q319の 「オー トー ト(し る し}文

霞」にも出る。この行の最後の語 「聖」が、講文上す ぐ前の 「創造」 と関係

するのか どうかは分からない。おそ らく、「創造」 までがひとつの文であウ

て.「聖」は次の行の語 と関係するのであろう。

4-5行 自:「 すべての年々の始[め]」 は、断片1の 第 ユ欄が言及するこ

のカレンダーの冒頭の口のことを指すのであろう。かろうじて判続可能な5

行FIの 最初の文三1引ま、ラメ ドである阜 これは人名Gamu1の 最後の丈 字であ

ると推定寄 れる。そうすると4行 目の判読困難な部分が、第4日 すなわち水

1曜日を意昧すると解釈される。断片4第2欄 参照。すでに迩べたように、こ

のカレンダーの 工月 圭日は、常に水曜 日である。

6-7行 目:4Q319の 「オー トー ト(し る し}文 書」参照樋。これ以上の説

明は、ここでは省略する。

第2欄

腎⊥

ワ
臼

3

ヰ

=
U

非
リ

ワ
.

卜 一 】

[…]の 犠 牲 を も っ て 、[…]

日 々[・ ・ 申〕

聖[… ユ

第2、30[…]

第3、3[1-・]

第4、301…]

【注 釈 】

工そ予目:先 頭 の 文 字!の一 部 力{見え る カ㌔ メ ム と もベ ー トと も読 め る0

5行 旧:「 第2」 は 、2月 を意 味 し、30日 か ら な る こ と を述 べ る の で あ ろ う。

以 下 の 行 も3月 が3ユ 臼,4月 が30日 あ る と読 ぬ る。 こ れ 以 上.椎 定 して もあ

ま り意 味 が な い。

u



4Q320断 片4

【形状】断片4と して扱われているのは、最大横幅18.5セ ンチ、縦10.7セ ン

チの虫食いの激 しい断片(こ れを断片Aと する)と 横6.5セ ンチ、縦6セ ン

チの同じく虫食いの激 しい断片(こ れを断片Bと する)に2つ の小片 を加

えたものである。これ らを合成 して復元すれば、横22.3セ ンチ、縦13.5セ ン

チの大 きさになる。ただし、殿損が激 しいので、その半分以上は欠けている。

この断片4に は、合計6つ の欄が残 されているが、通常のクムランの巻物 と

は異 な り、各欄 の横幅が相当異なっている。断片Bに は、第1、 第2、 第

3各 欄 の下の方、約3分 の1が 保存 されてお り、断片Aに は、第3欄(1

行 目から9行 目まで)と 第4、 第5、 第6欄 の一部が保存 されている。第1

欄の横lll畠はよく分からないが、19字 分程度のスペースがあった と推定される。

第2欄 の横幅は約2セ ンチ、文字数にして最大13か ら14文字程度である。 と

ころが、第3欄 と第5欄 の横幅は約4セ ンチある。第4欄 は約3セ ンチ、第

6欄 は2.7セ ンチとなっていて一定 しない。各欄の問のスリットも例 えば、

第2欄 と第3欄 の問が7ミ リほどしかないのに対 して、第4欄 と第5欄 の問

は2.5-3セ ンチ もある。なお、写真でみると、第3欄 と第4欄 の間および

第5欄 と第6欄 の間には、羊皮紙を縫い合わせた糸が見えている。なぜ この

ような巻物が出来上がったのかについては、色々な推定が可能である。内容

的に見ると第3欄 から祭 日の一覧が始 まっているから、第1欄 と第2欄 に関

しては、先行するテクス トの末尾に付けられた結 びのことばである可能性 を

排除することは出来ないが、第3欄 から始まる祭 日一覧の前文のようなもの

がここにあると考えるのが 自然であろう。 しかし、それがなぜこのようにス

ペースを切 り詰めた形で書かれているのであろうか。第3欄 が書かれた後で、

筆記者が余 白に無理に書 き込んだためなのであろうか。第4欄 と第5欄 の幅

の違いも気 になる。筆写 した者が全体の字配 りの予想を誤 ったからか らであ

ろうか。何 とも説明の困難な巻物の出来具合である。

第1欄

11[…]ヨ ヤ リ[ブ]
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12[…]マ ル キ ヤ

13[…][イ ェ]シ ュ ア

14[…]イ ェ シ ェ プ ア ブ

【注釈】

第1欄 と第2欄 の下部の欄外余白が認め られることから、「イェシェブァブ」

で14行 目が終わっていたと推定 される。人名の並び方か ら判断 して、カレン

ダー第5年 の9月 か ら12月 までの各月の開始日が、どの祭司の組の当番にな

っているかを示す リス トの一部ではないかと解釈 されている。例えば、第5

年の9月1日(日 曜 日)は 、ヨヤリブの担当する週になっている。

第2欄

10日 々 、 ま た諸 週 の た め に

11月 々 の ため に

12ま た 年 々[の た め]、 ま た解 放 の(年 の)た め に、

13-14ま た ヨベ ル の 年 の た め 。 ガ ム ル の子 らの(奉 仕 す る)週 の 第4日 に

【注釈】

1-9行 目はまったく存在 しないが、10-14行 目は、ほとんど完全 に残 って

いる。ここで 「… のために」 と訳 しておいた前置詞は、1で ある。

10行 目:「 日々」(hymym)に は定冠詞が付いているので、9行 目の最後の

語が連語形であった可能性 が高 い。例 えば 「すべ ての 日々のため に」(lkl

hymym)と なっていたのだろう。忌bt(シ ャッバー ト)の 意味は、 ここでは

「安息 日」ではな くて、「週」である。14行 目のシャッバー トも同じ意味であ

る。

12行 目:「 解放の(年)」(ヨ 叫ym)は 、男性名詞 の複数形である。この語 は、

申命記15章1節 以下のシェミッター(女 性名詞)つ まり 「負債の免除」 と関

係 しているように思われる。 このような負債免除は、7年 目の終わ りごとに

実施 されることになっている。 レビ記25章 にも7年 ごとの 「安息年」の規定
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が あ る。 こ こ で の 誉mtymの 意 味 は 、1⇔Sの 第10欄7行 目以 下 の 「週 年 」 つ

ま り7年 周 期 と同 じ と考 え られ る116}。

13-14行 目:こ こ で は 、 「ガ ム ル の(奉 仕 す る)週 」 で は な くて 、 「ガ ム ル の

子 らの(奉 仕 す る)週 」 とな って い る 。 この 週 の 第4日 、 つ ま り水 曜 日か ら、

第 一 年 目の1月1日 は 始 ま っ て い る。 断片1第1欄 の 冒頭 を 参 照 。

第3欄

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

第1年 、 そ の祭 日。

メ オ ズ ヤ の 子 らの 週 の 第3日 。 空 欄 。過 越 。

イ ェ ダ ア[ヤ](の 奉 仕 す る 週)[の]第1日 、[(大 麦 の)初 穂]の 揺 祭 。

セ オ リム(の 奉 仕 す る週)の 第5日 、[第2の]過 越 。

イ ェ シ ュ ア(の 奉 仕 す る週)の 第1日 、 七 週 の 祭 。

メ オ ズ ヤ(の 奉 仕 す る週)の 第4日 、記 念 の 日。

ヨ ヤ リブ(の 奉 仕 す る週)の 第6[日]。 順 罪 の 日、

第7[の 月 に]。 空 欄 。

[イ ェ ダ]ア ヤ(の 奉 仕 す る週)[の 第4日]、 仮 庵 の祭 。

空 欄 。

第2(年)、 そ の 祭 日。

セ オ リム(の 奉 仕 す る週)[の 第3日]、 過 越 。

ミヤ[ミ]ン(の 奉 仕 す る週)[の 第1日]、[(大 麦 の)初 穂]の 揺 祭 。

[ア]ビ ヤ[(の 奉 仕 す る週)の 第5日 、 第2の 過 越 。]

【注釈】

クムラン教 団では、祭 日の月 日と曜日は固定 されていた。ただ、当該の日の

祭司の当番 は、年 によって異なり、6年 間で一巡する。そこで6年 分の当番

表を作成 しておいたのである。この表によってクムラン教団では、 どのよう

な祭 日を設けていたかが分かる。旧約で 「三つの巡礼祭」 として規定 されて

いる(出 エジプ ト記23章14節 以下、34章18節 以下、申命記16章)ペ サハ(過

越の祭)、 ショヴオ ト(七 週の祭)、 スコ ト(仮 庵の祭)は 、ここで も祝われ
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ていた。但 し、ショヴオ ト(女 性名詞複数形)は 、シェヴイーム(男 性名詞

複数形)と 呼ばれている。

ここで言及 されている祭 日の 日付を確認す ると以下のようになる。1月14

日、過越。初穂の揺祭1月26日 。第2の 過越、2月14日 。七週の祭、3月15

日。記念の日、7月1日 。蹟罪の日、7月10日 。仮庵の祭、7月15日 。

レビ記23章11節 によればオメル(大 麦の初穂)は 「安,自、日の翌 日」 に揺祭

として捧げることが定められている。クムランではこれが忠実に守 られてい

たことが分かる。この日か ら50日後が七週の祭(ペ ンテコステ)に なる(レ

ビ記23章16節)。 クムランでは、3月15日 の 日曜 日が七週の祭 と定め られて

いてこれは動かない。モーセ五書には、この祭 りの月日に関する規定がない。

そのため、サ ドカイ派 とパ リサイ派の間で論争が起 こることになっだ171。パ

リサイ派の規定 によれば、ニサ ン月16日(こ れは過越の祭の第2日 というこ

とになる)が オメルを捧げる日とな り、この結果、シワン月6日 が七週の祭

と定め られることになった。 しかしこのように定めると、 レビ記23章11節 の

オメルの揺祭 を捧げる日は 「安息日の翌 日」であるとする規定は無視される

ことになる。パリサイ派の暦は太陰暦であって祭 日の曜 日は動 くか らである。

さらにこのオメルを捧げる日は、元々大麦の収穫 と関係す る農民の祭 日であ

るか ら、季節 と一致 していなければならない。この点でも太陽暦の方がずれ

は少ない。

過越 に関 していうと、聖書は1月14日 の夕方を過越 と定めている(レ ビ記

23章5節)。 クムランでももちろんこの日付 を守っているが、これには元々

「満月の夜」であるとい う意味がある。 したがって太陰暦によらなければ、

実質的にはこの規定 を守 った事 にはならない。この点か らいうとパ リサイ派

の方が、聖書の規定に忠実 ということになる。「種入れぬパ ンの祭(除 酵祭)」

に関 しては、このリス トには記載がないが、4Q326に は、「週の第4日 」 と

の記載がある個。つまり過越の翌 日の水曜 日ということになる。

現代のユダヤ教では、秋から新年が始まる。つまり旧約時代の7月 が1月

になる。クムランカレンダーの言 う 「記念の日」は、現代 のローシュ ・ハ ッ

シャーナーに相当することになる。この日から順罪の日の準備が始 まったの

15



で あ ろ う。

第4欄

1[フ ッ]パ(の 奉 仕 す る週)の 第1日 、七 週[の 祭 。]

2セ オ リ ム(の 奉 仕 す る週)の 第4日 、[記]念 の 日。

3マ ル キ ヤ(の 奉 仕 す る週)の 第6日 、 購 罪 の 日。

4ミ ヤ ミ ン(の 奉 仕 す る週)[の 第4日]、 仮 庵 の 祭 。

5空 欄 。

6第3(年)、 そ の祭 日。

7ア ビヤ(の 奉 仕 す る 週)の 第3日 、 過 越 。

8シ ェ カ ンヤ(の 奉 仕 す る週)の 第1日 、(大 麦 の)初 穂 の揺 祭 。

9ヤ キ ム(の 奉 仕 す る週)の 第5日 、 第[2の]過 越 。

10ヘ ジ ル(の 奉 仕 す る週)の[第1日]、[七 週 の 祭 。]

11[ア ビ ヤ(の 奉 仕 す る 週)の 第4日 、 記 念 の 日。]

12-13欠

14[第4年 、 そ の 祭 日。]

第5欄

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

[ヤ キ]ム(の 奉 仕 す る週)[の 第3日]、 過 越 。

[イ ェ シ ェ]プ ア ブ(の 奉 仕 す る 週)の 第1日 、(大 麦 の)初 穂 の 揺 祭 。

[イ]メ ル(の 奉 仕 す る 週)の 第[5]日 、 第2の 過 越 。

[ピ ッ]ッ ェ ー ッ(の 奉 仕 す る週)[の 第1日]、 七 週 の[祭 。]

ヤ キ ム(の 奉 仕 す る週)の 第4[日]、 記 念 の 日。

フ ッパ(の 奉 仕 す る週)の[第6日]、 蹟 罪 の 日。

イ ェ シ ェ プ ア ブ(の 奉 仕 す る週)の[第4日]、 仮 庵 の 祭 。

空 欄 。

[第5(年)、]そ の祭 日。

イ メ ル(の 奉 仕 す る週)の 第3日 、 過 越 。

[ピ ッ]ツ ェ ー ツ(の 奉 仕 す る週)[の 第1日]、(大 麦 の〉 初 穂 の揺 祭 。
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12イ ェヘ ズ ケ ル(の 奉 仕 す る週)の 第5[日]、 第2の 過 越 。

13[ヨ ヤ リ]ブ(の 奉 仕 す る週)[の 第1日]、[七 週 の]祭 。

14[イ メ ル(の 奉 仕 す る週)の 第4日 、 記 念 の 日。]

第6欄

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

ヘ ジル(の 奉 仕 す る週)の 第6日 、 順 罪 の 日。

ピ ッ ツ ェ ー ツ(の 奉 仕 す る週)の 第4日 、 仮 庵 の 祭 。

空 欄 。

第6(年)、 そ の 祭 日。

イ ェ ヘ ズ ケ ル(の 奉 仕 す る週)の 第3日 、 過 越 。

ガ ム ル(の 奉 仕 す る 週)の 第1日 、(大 麦 の)初 穂 の揺 祭 。

マ ア ズ ヤ(の 奉 仕 す る週)の 第[5日]、[第2の]過 越 。

マ ル キ ヤ(の 奉 仕 す る週)の 第1[日]、[七 週 の]祭 。

イ ェヘ ズ ケ ル(の 奉 仕 す る週)の 第4[日 、 記 念 の 日]。

ヤ キ ン(の 奉 仕 す る週)の 第6[日 、蹟 罪 の 日]。

[ガ ム ル(の 奉 仕 す る週)の]第4[日 、 仮 庵 の祭]。

【注釈】

第4欄 から第6欄 までで2年 目の後半から6年 目の終わりまでの祭 日の表が

完成 している。

4Q321断 片1と 断片2

【形状】断片1と 断片2は 、同 じ文書の第1欄 と第2欄 を含 んでいる。断片

1が 第1欄 の右側を保存する(も っとも右端は失われているが)の に対 して、

断片2が 第1欄 の左端の3-8行 目と第2欄 の一部 を保存するという関係 に

ある。マルチネ版では、断片1、2、3を すべて 「断片1」 として扱ってい

るが、これは3つ の断片があ きらかに同じ文書の第1-3欄 に当たるからで

ある。DJDの 言 う断片1は 横幅最大8.4セ ンチ、縦最大8セ ンチの虫食 いの

激 しい断片である。上の縁は4セ ンチほどきれいに残 ってお り、幅1 .3セ ン
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チの上部余 白がある。ここから8行 文字が書かれ下部の余白には幅1.5セ ン

チがとられている。4行 目が最 もよく残されているが、この行でも右端は7

字分ほど欠けていると推定される。断片2は 、横lll笛が最大13.5セ ンチ、縦7.4

センチあるが、虫食いが激 しく、第2欄 の文字の書かれた部分の中央部が、

上か ら下にかけて失われてお り、下の余白部でかろうじて左右につながって

いる。右端には第1欄 の左端が残 され、その左側に幅1-1.3セ ンチの余白

(スリット)が あって、第2欄 が始まっている。ここにも8行 書かれていた

ことが分か る。上部余白はほとんど残 っていないが、下部の余 白は幅1.5セ

ンチでほとん ど残 されている。テクス トを完全に復元 した状態で見 ると、第

1欄 には1行 あた り67-70文 字分のスペースが、第2欄 には77-85文 字分の

スペースが存在することになる。このように第2欄 の方が少 し大 きい。

第1欄

1[イ ェ ダ ア ヤ(の 奉 仕 す る 週)の 第1日(つ ま り 日 曜 日)は 、]同 じ月

の 第12日 。(満 月 は、)ア ビヤ(の 奉 仕 す る週)の 第2日 、[8月 の]2[5

日(に 当 た る)。 新 月 は 、 ミヤ ミン(の 奉 仕 す る 週)の 第3日 、]

2同 じ月 の[12日(に 当 た る)。](満 月 は 、)ヤ キ ム(の 奉 仕 す る週)の 第

3日 、[9月 の2]4日(に 当 た る)。[新 月 は 、 シ ェ カ ン ヤ

3(の 奉 仕 す る週)の 第4日 、]同 じ月 の1[1日(に 当 た る)。](満 月 は、)

イ メ ル(の 奉 仕 す る週)の 第5日 、10月 の23日(に 当 た る)。[新 月 は 、 イ

ェ]シ ェ プ ア ブ(の 奉 仕 す る週)[の 第6日 、

4同 じ月 の10日(に 当 た る)。](満 月 は、)イ ェ ヘ ズ ケ ル(の 奉 仕 す る週)

の 第6日 、11月 の22日(に 当 た る)。[新 月 は 、]ペ タ フ ヤ(の 奉 仕 す る週)

[の安 息 日 、]

5[同 じ月 の9日(に 当 た る)。](満 月 は 、)ヨ ヤ リ ブ(の 奉 仕 す る 週)の

第1日 、12月 の22日(に 当 た る)。[新 月 は 、]デ ラ ヤ(の 奉 仕 す る 週)の

[第2日 、

6同 じ 月 の9日(に 当 た る)。 空 欄 。][第]2[年 の]最 初 の(満 月 は 、)

マ ル キ ヤ(の 奉 仕 す る週)の 第2日 、[1月 の2]0日(に 当 た る 。)新月 は 、
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7[ハ リ ム(の 奉 仕 す る週)の 第3日 、]同 じ月 の7日(に 当 た る)。(満

月 は 、)イ ェ シ ュ ア(の 奉 仕 す る週)の 第4日 、2月 の20日(に 当 た る)。

[新 月 は、 ハ 」コ ツ(の 奉 仕 す る週)[の 第5日 、 同 じ月 の]7日(に 当 た

る)。

8[(満 月 は 、)フ ッパ(の 奉 仕 す る週)の 第5日 、]3月 の1[9日(に 当

た る)。]新 月 は 、[エ]ル[ヤ シ]ブ(の 奉 仕 す る 週)[の 第]6日 、[同

じ月 の]6日(に 当 た る)。(満 月 は 、)ピ ッ ツ ェ ー ツ(の 奉 仕 す る 週)の

安[息 日]。

【注釈 】

何 年 の 何 月何 日にXデ イ とDデ イ が 起 こ り、祭 司 の ど の 組 の 当 番 の 日に な

っ て い るか を表 示 して い る 。 翻 訳 に あ た っ て は 、A学 説 に従 っ てXデ イ を

満 月 の 日 と し、duqahの 起 こ る 日(Dデ イ)を 「新 月」 と した。 第1欄 は、

第1年 の7月 の 途 中 か ら始 ま っ て い る。 ヘ ブ ライ 語 のbw'に 関 して は、Maier

は 、 「入 る事 」 と動 詞 の 分 詞 に と るが 、Talmon等 は 、前 置 詞 のbに 人 称 接 尾

辞 が つ い た もの と解 釈 す る。 後 者 の 読 み 方 を採 用 した 。

第2欄

1[4月 の18日 。 新 月 は 、 イ メ ル(の 奉 仕 す る 週)の 第1日 、]同 じ月

の 「5日(に 当 た る)。](満 月 は、)[ガ ム ル](の 奉 仕 す る週)の 第1日 、

[5月 の17日(に 当 た る)。]

2[新 月 は 、 イ ェ]ヘ ズ[ケ ル(の 奉 仕 す る週)の 第2日 、 同 じ月 の4日

(に 当 た る)。(満 月 は、)イ ェ ダ]ア ヤ(の 奉 仕 す る 週)[の 第3日 、6月

の17日(に 当 た る)。 新 月 は 、]

3メ オ ズ ヤ(の 奉 仕 す る週)の[第4日 、]同 じ月 の4日(に 当 た る)。

(満 月 は、)[ミ ヤ ミ ン(の 奉 仕 す る 週)の]第4日 、7月 の[15日(に

当 た る)。]新 月 は 、[セ オ リム(の 奉 仕 す る週)の 第5日 、]同 じ月 の[2

日(に 当 た る)。]

4(満 月 は、)シ ェ カ ン ヤ(の 奉 仕 す る 週)の 第6日 、[8月 の1]5日(に
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当 た る)。[新]月 は 、 ア ビヤ(の 奉 仕 す る 週)の 安 息 日、 同 じ月 の2日(に

当 た る)。[(満 月 は 、)ビ ル ガ(の 奉 仕 す る週)の 安 息 日、]

59月 の14日(に 当 た る)。 新 月 は 、[フ ッパ(の 奉 仕 す る週)の 第1日 、]

9月 の[1日(に 当 た る)。]2回 目の 新[月 は 、 ヘ ジ ル(の 奉 仕 す る週)]

の 第3日 、

6[同 じ]月 の[3]1日(に 当 た る)。(満 月 は 、)ペ タ フ ヤ(の 奉 仕 す る

週)の 第2日 、[10月 の13]日(に 当 た る)。 新 月 は 、[ヤ]キ ン(の 奉 仕

す る週)の 第4日 、[同 じ月 の2]9日(に 当 た る)。

7(満 月 は 、)[デ ラ]ヤ(の 奉 仕 す る週)[の 第3]日 、[1]1[月]の

12日(に 当 た る)。[新]月 は 、 ヨヤ リ[ブ](の 奉 仕 す る週)の 第6日 、[同]

じ月 の29日(に 当 た る)。[(満 月 は 、)ハ リム(の 奉 仕 す る週)の 第5日 、]

812月 の12日(に 当 た る)。 新 月 は 、 ミヤ ミ ン(の 奉 仕 す る 週)の 安 息、日、

[同 じ]月 の28日(に 当 た る)。 空 欄 。 第3(年)[ハ コ ツ(の 奉 仕 す る週)

の 第6日 、10日(に 当 た る)。]

【注 釈 】

第1欄 の つ づ きで 、 第2年 の4月 か ら始 ま っ て い る。

断片3

【形状】横幅8セ ンチ、縦5,8セ ンチのほぼ長方形をしている。 ここには断片

1と2と 同じ文書の第3欄 の3-8行 目が残 されている。下方の余白は一部

が残 ってお りその幅は1.6セ ンチある。

第3欄

1[最 初 の 月 。 新 月 は 、 シ ェ カ ン ヤ(の 奉 仕 す る 週)の 第2日 、 同 じ月 の

27日(に 当 た る)。(満 月 は 、)ヤ キ ム(の 奉 仕 す る週)の 第1日 、2月 の

10日(に 当 た る)。 新 月 は 、 イ ェ シ ェ プ ア ブ(の 奉 仕 す る週)の 第3日 、

同 じ月 の26日(に 当 た る)。(満 月 は 、)イ メ ル(の 奉 仕 す る週)の 第2日 、]

2[3月 の9日(に 当 た る)。 新 月 は 、 ピ ッ ツ ェ ー ツ(の 奉 仕 す る 週 〉 の
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第5日 、 同 じ月 の26日(に 当 た る)。(満 月 は 、)イ ェ ヘ ズ ケ ル(の 奉 仕 す

る週)の 第4日 、4月 の8日(に 当 た る)。 新 月 は 、 ガ ム ル(の 奉 仕 す る

週)の 第6日 、 同 じ月 の24日(に 当 た る)。]

3[(満 月 は 、)メ オズ ヤ(の 奉 仕 す る週)の 第5日 、5月 の7日(に 当 た

る)。 新]月 は、 バ リ[ム](の 奉 仕 す る 週)の 第1日 、 同 じ月 の[24日(に

当 た る)。](満 月 は、)マ ラ[キ ヤ](の 奉 仕 す る週)の 安 息 日、[6月 の7

日(に 当 た る)。 新 月 は 、 コ ー ツ(の 奉 仕 す る 週)の 第2日 、

4同 じ月 の23日(に 当 た る)。(満 月 は 、)イ ェ シ ュ ア(の 奉 仕 す る 週)の

第1日 、]7月 の[5日(に 当 た る)。]新 月 は 、 エ ル ヤ シ ブ(の 奉 仕 す る

週)の 第4日 、[同 じ月 の2]2日(に 当 た る)。[(満 月 は 、)フ ッパ(の 奉

仕 す る週)の 第3日 、8月 の5日(に 当 た る)。 新 月 は 、

5ピ ル ガ(の 奉 仕 す る週)の 第5日 、 同 じ月 の21日(に 当 た る)。](満 月

は 、)ヘ ジ ル(の 奉 仕 す る週)の 第4日 、9月 の4日(に 当 た る)。 新 月 は 、

イ ェ[ヘ ズ ケ ル](の 奉 仕 す る週)の 安 息 日、[同 じ月 の21日(に 当 た る)。

(満 月 は 、)ヤ キ ン(の 奉 仕 す る週)の 第6日 、10月 の3日(に 当 た る)。]

6[新 月 は 、 メ オズ ヤ(の 奉 仕 す る 週)の 第1日 、]同 じ月 の1[9日(に

当 た る)。](満 月 は 、)イ ェ ダ ア ヤ(の 奉 仕 す る週)の 安 息 日、11月 の2日

(に 当 た る)。 新 月 は 、[セ オ リ ム(の 奉 仕 す る週)の 第3日 、 同 じ月 の19

日(に 当 た る)。(満 月 は 、)ミ ヤ ミ ン(の 奉 仕 す る 週)の 第2日 、]

7[12月 の2日(に 当 た る)。 新]月 は、 ア ビ ヤ(の 奉 仕 す る 週)の 第4

日、 同 じ月 の18日(に 当 た る)。 空 欄 。 第4年 。(最 初 の 満 月 は、)シ ェ カ

ン[ヤ](の 奉 仕 す る 週)の 第4日 、[1月 の1日(に 当 た る) 。 第2(の

満 月 は 、)イ ェ シ ェ プ ア ブ(の 奉 仕 す る 週)の 第5日 、 同 じ月 の30日(に

当 た る)。]

8[新 月 は、 ヤ キ ム(の 奉 仕 す る週)の 第6日 、]1月[の17日(に 当 た

る)。](満 月 は 、)[ぺ]タ フ ヤ(の 奉 仕 す る週)の 安 息 日、2月 の30日(に

当 た る)。 新 月 は 、 ヘ ジ[ル](の 奉 仕 す る週)の 第1日 、[同 じ月 の17日

(に当 た る)。(満 月 は、)デ ラ ヤ(の 奉 仕 す る週)の 第1日 、29日 。]
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【注 釈 】

第2欄 の つ づ きで 、 第3年 の1月 か ら始 ま っ て い る。

注

(D蛭 沼 寿 雄 ・関根 正 雄 著 「死 海 文 書 の 全 容」 『死 海 文 書 』 日本 聖 書 学 研 究

所 編 、 山 本 書 店(1963年)36-38頁 。K・ ベ ル ガ ー 著 、 土 岐 健 治 監 訳 『死

海 文 書 とイ エ ス』 教 文 館(2000年)、62頁 以 下 。 高 橋 正 男 著 「ク ム ラ ー

ン宗 教 集 団 暦 」 『地 中 海 の 暦 と祭 』 地 中海 学 会 編 、 刀 水 書 房(2002年)、

46-49頁 に は 、 この 暦 の特 徴 が 詳 し く紹 介 さ れ て い る。

(2)K・ ベ ル ガ ー=注(1)、63頁 。

(3)ShemaryahuTalmon,KalenderundKalenderstreitinderGemeindevon

Qumran,in:GesellschaftundLiteraturinderHebraischenBibe1:ges.

Aufs乱tze,NeukirchenerVerl.Bd.1(1988)152f£ 同 じ地 域 の教 団 の 内 部 で 祭

日が1日 で も異 な れ ば 事 態 は 深 刻 で あ る 。 こ の 論 文 でTalmonは 、 タ ル

ム ー ドに記 され た 次 の よ う な エ ピ ソ ー ドを紹 介 して い る(158£)。 新 月

の 観 測 を め ぐ って サ ンヘ ドリ ンの議 長 で あ っ た ラバ ン ・ガ マ リエ ル と ラ

ビ ・ヨ シ ュ ア との 問 で論 争 が 起 こ っ た。 ラ ビ ・ヨ シ ュ アが 、 ガ マ リエ ル

の 承 認 した新 月 を観 測 した との証 言 を信 用 しなか っ た か ら で あ る。 お そ

ら くこ の論 争 は 、 新 年 の 祭 とそ れ につ づ く瞭 罪 の 日 に関 係 す る もの で あ

った か ら、 ラ ビ ・ヨ シュ アが 自己 の 主 張 を通 した らユ ダヤ 教 団 の 分 裂 に

まで 発 展 しか ね な い事 態 に な っ た。 しか し彼 は忠 告 に従 っ て 、 蹟 罪 の 日

に 「自分 の 杖 と金 を 手 に もっ て ヤ ブ ネ の ラバ ン ・ガマ リエ ル の も と に 出

向 い た」。TheMishnah,tr.byH.Danby,Oxford(1933)190£RoshHa-Shanah,

'2
.8-gを も参 照 。

(4)ユ ダ ヤ 教 暦 は 、 正 し くは 太 陽 太 陰 暦 で あ る。1年 を354日 の 太 陰 暦 にす

る と、太 陽 暦 とは1年 間 に 約11日 間 の 誤 差 が 生 じる。 ペ サ ハ(過 越 祭)

は常 に春 で な け れ ば な らな い し、 ニ サ ン月15日 と定 め られ て い る 。 そ こ

で 現 代 で は19年 に7回 の 割 合 で 「閏 年 」を設 け て い る 。 閏 月 は 「ア ダ ル」

を繰 り返 す 。 現 代 の ユ ダ ヤ 教 暦 で は 、 秋 か ら新 年 が 始 ま る(テ ィ シ ュ レ
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一 が1月)が
、 王 国 時 代 後 期 以 降 の 旧 約 時 代 に は 、 春 か ら新 年 が 始 ま っ

て い た(ニ サ ン が1月)。 し た が っ て 、 閏 月 の 第 ニ ア ダ ル が13月 と な っ

て い た 。 高 橋 正 男=注(1)参 照 。

(5)「 ヨ ベ ル 書 」 「エ チ オ ピ ア 語 エ ノ ク 書 」 は 、 と も に 『聖 書 外 典 偽 典4』

教 文 館(1975)に 収 め ら れ て い る 。 特 に ヨ ベ ル 書6章 、 エ ノ ク 書72--74

章 を参 照 。

(6)こ の 文 書 に 最 初 に 係 っ たJ,T.Milikの 解 釈 以 来 の 多 数 意 見 で あ っ て 、

GlessmerやvanderKam等 も こ れ に 従 う 。JohannMaier,DieQu㎜ar

Essener:DieTextevomTotenMeer,BandII,UTB1863,Reinhardt(1995)

279ff;FlorentinoGarciaMartinezandEibertJ,C,Tigchelaar,TheDeadSea

ScrollsStudyEditionVol.2,Brill(1998)679飢 の 翻 訳 で も こ の 説 を 採 用 し

て い る 。

(7)Talmon等 に よ っ て 提 唱 さ れ て い る 学 説 。DiscoveriesintheJudeanDeselt

XXI・QumranCave4xvI.calendricalTexts,byS.Talmonwiththeassistance

ofJ・Ben-Dovは ・ こ の 立 場 。 さ ら に 、MichaelO.Wise,SecondTho皿ghtsof

DwQandtheQumransynchronisticCalendars,in:PursuingtheText .JSOTs

l84,sheffield(1994)98-135,は 、4Q317の 月 の 満 ち 欠 け に 関 す る テ ク ス

トの 解 読 か ら こ の 学 説 を 支 持 す る 。 太 陽 暦 が 優 勢 で あ っ た エ ジ プ トで も

太 陰 暦 は 、 朔 日 か ら 始 ま っ て い る こ と に も 注 目 し て い る 。

(8)MichaelO,Wise=注(7)100。

(9)DJDXXI=注(7)34.

00)DJDXXI=注(7)45.Talmonは 、 こ の 表 現 は 単 に 「1日 」 を 意 味 す る だ け

で あ る と 説 明 す る 。

(11)翻 訳 と注 解 に 際 し て は 、DJDXXI=注(7)の 提 示 す る 校 訂 テ ク ス ト と翻 訳

お よ び 巻 末 の 写 真 版 を ま ず 参 照 し た 。GarciaMartinez=注(6}の ヘ ブ ラ イ

語 一 英 語 対 訳 版 とJohannMaierの ド イ ツ 語 訳 も 適 宜 参 照 し た 。

02}DJDXXI=注(7)37£ 参 照 。 以 降 の 断 片 に 関 す る 形 状 の 説 明 もDJDに よ る

の で 、 参 照 箇 所 を い ち い ち 指 示 し な い 。

㈹DJDXXI=注(7)44.こ の 論 証 の 仕 方 は 不 十 分 で あ る 。
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印414Q320断 片4.第2欄 工4打口参 照 中

〔1田DJDXXI=注 〔712ユ4ff:

㈲ 関 根 正 館 ・松 田 伊 作 ・石 田 友 雄 訳 「宗 規 要 覧(1QS)」 「花 海 文 聾 」[1

本 聖 書 学 研 究 所 編 、110頁 。(}aroi"M臥rtin競1坂 のVol.1.94-q5.

11"Hayy抽1S`hal瑞,Th6Jowi曲F認tival5,N弓wYork(19三 呂〕窃7£サ ドカ イ派 は 、

オ メル を 過 越 の 後 の 最 初 の 口曜 口 と す る 。 七 週 の 祭 は 過 越 の 後 の 第7日

1眼日に な る 。 クム ラ ンで は オ メ ル は過 越 の 後 の 第2日 曜 日 に な る.

ll助Gaml匙M酊 【i刊o端版 口)Vo1.2コ0臣701.



復元 されたカレンダー表(第1年)

第1年

1月

ガ ム ル

デ ラ ヤ

メ オ ズ ヤ

ヨ ヤ リブ

イ エタ1アヤ

日 月 火

567

1213祠

192021

262728

水

1×

8

15

22

29

木

2

臼

16

23

30X

金 土

34

1011

17D18

2425

2月

ハ リム

セオリム

マルキヤ

ミヤミン

日 月 火 水 木

3456

10111213

17D181920

24252627

7

14

21

2a

金 土

12

89

1516

2223

2930X

3月

ハ コ ツ

ア ビヤ

イ ェ シ ュ ア

シ ェ カ ン ヤ

エ ル ヤ シ ブ

日 月 火 水

1234

891011

1516D171a

22232q25

29×3031

木

5

12

19

26

金 土

67

1314

2021

2ア2日

4月

ヤキム

フツパ

イェシエブァブ

ビルガ

日 月

5

12

19

26

6

13

20

2ア

25

火

7

14

21

28x

水

1

5

151〕

29

木

2

9

15

23

ヨo

金

ヨ

10

1ア

24

土

4

11

15

25



5月

イ メル

ヘ ジル

ピ ッ ツ エー ツ

ペ タ フヤ

6月

イェヘズケル

ヤキン

ガムル

デラヤ

メオズヤ

7月

ヨヤリブ

イエダアヤ

ハ リム

セオリム

8月

マルキヤ

ミヤミン

ハコツ

ァビヤ

日 月 火 水 木

345

101112

171819

242526

日 月

12

89

1516

2223

2930

日

5

12D

1曾

26

日

月

6

13

2G

27

月

34

1011

171B

2425)く

6ア

1314D

2021

27×2日

火 水 木

345

101112

1フ1819

2d2525

31

火

7

14

21

2ε

水

1

9

15

22

29

木

2

9

16

23

30

火 水 木

5

12D

19

26

旺7

欝14

2021

2ア28

2ら

金 土

12

89

1516

2223

2930

金 土

6ア

1314D

2G21

2フX28

金

3

10

17

24

土

4

11

1日

25X

金 土

12

89

15格

2223

2930



9月

イ エ シ ュ ア

シ エカ ン ヤ

エル ヤ シ ツ'

ヤ キ ム

フ ツパ

日

1

き

15

22

29

月

2

9

16

23

30

火 水 木

345

1011Dl2

17ユ819

24×2526

31

金 土

67

1314

2021

272呂

10月

イェシエブアブ

ビルガ

イメル

ヘジル

日

5

12

19

2ε

月 火

6ア

1314

2021

272臼

水

1

日

15

22

29

木

2

臼

16

23×

30

金 土

ヨ4

10D11

1718

2叫25

11月

ビ ッ ツ ェ ー ツ

ペ タ フヤ

イ ェヘ ズ ケ ル

ヤ キ ン

日

3

10

17

四

月 火 水 木

456

111213

181920

252627

7

14

21

2呂

金 土

12

89D

151日

22×23

2930

12月

ガムル

デラヤ

メオズヤ

ヨヤ リプ

イエダアヤ

日

1

8

15

22)く

29

月

2

9D

16

23

3G

火

3

10

17

24

31

水

4

11

18

25

木

5

12

19

2ε

金

5

13

20

2ア

±

7

14

21

29

27


